
            平成 20 年 2 月 27 日 

～外務省 日伯交流年認定事業～ 
ブラジルコーヒー産業における日本人移民の変遷を辿る、 

産地別コーヒーを４回お届け 

日本人ブラジル移住 100 周年記念シリーズ第二弾発売!! 

 

 

 

キーコーヒー株式会社（本社：東京都港区、社長：柴田裕、資本金：44 億 6500 万円）は、 

日本人ブラジル移住 100 周年を記念し、ブラジルコーヒー農園に夢をつむいだ先人たちの 

軌跡を辿る「日本人ブラジル移住 100 周年記念シリーズ（4 回）」を全国のキーコーヒー直営店、

KEY COFFEE 通販倶楽部（http://www.key-eshop.com/shop/top.asp）にて発売します。 

昨年 11 月 23 日に発売し大変ご好評いただきましたシリーズ第 1 弾 『 笠戸丸 』 に続く、 

第 2 弾は 3 月 1 日（土）に発売の 『 ロンドリーナ 』 です。なお、直営店、通販以外にも 

全国でお取引いただいている喫茶店やレストラン等でも提供予定です。 

 

□100 年の足跡を辿るコーヒー 

「日本人ブラジル移住 100 周年記念シリーズ」では、先人たちの歴史を“苦難の時代” “開拓

の時代” “挑戦の時代” “成熟の時代” の 4 テーマに分け、各時代にゆかりのコーヒーを選び

商品化。ブラジル国内のコーヒー産地の変遷とともに、その努力の足跡をたどります。 

 

□第２弾は 『 ロンドリーナ 』 

   シリーズ第2弾は、新たな土地を求めて日本移民が入植した地の一つ、サンパウロ州の南に

あるパラナ州ロンドリーナ市からネーミング。ロンドリーナはイギリス移民が開拓した町でもあり、

コーヒー景気に支えられて 「コーヒーの都」 として大発展をとげました。肥沃な土壌が育んだ 

甘い香りとコクが特徴のコーヒーです。 

 



□作家・北 杜夫氏からのメッセージ 

作家・北杜夫氏は、「輝ける碧き空の下で」の筆者にあたり、ブラジル日本移民の取材活動を

通じて彼らの苦難の日々とコーヒーにかける並々ならぬ想いを目の当たりにしました。そして、

ブラジル日本移民が今日のコーヒー文化の隆盛に少なからず貢献していることを確信し、 

キーコーヒーの日本人移住 100 周年記念企画に際し、特別メッセージを寄せてくださいました。 

 

 「ブラジル日本移民の 100 年の努力がなければ 

日本のコーヒー産業はかなり遅れていただろう」～北 杜夫 
 

□製品概要 

          【好評につき完売しました】  ★今回発売 

シリーズ Series1 Series２ Series３ Series4 

商 品 名 笠戸丸 ロンドリーナ ﾎﾞｱ･ｴｽﾍﾟﾗﾝｻ農園 バウ農園 

 

 

 

 

 

 

 

時代区分 1908～1919 年 1920～1974 年 1975～1985 年 1986 年～現在 

時代補足 

 

最初の移民が農園

労働者として契約雇

用された時代。 

自分の土地を求める

移民達が入植地から

移動。小集団日系社

会 を 作 り 始 め た 時

代。 

ｾﾗｰﾄﾞ開発事業が始

まり、広大な土地に

夢を馳せた人たちの

苦労・努力の時代。 

現在ある日系農園の

中から、ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨｺｰ

ﾋｰとして名高い農園

産。 

生豆産地 
サンパウロ州産 パラナ州産 セラード西部 

日系農園 

セラード東部 

日系農園 

製品形態 コーヒー豆 コーヒー豆 コーヒー豆 コーヒー豆 

価 格 735 円/100ｇ 735 円/100ｇ 735 円/100ｇ 735 円/100ｇ 

販売期間 07 年 11 月 23 日～ 08 年 3 月 1 日～ 08 年 6 月～ 08 年 9 月～ 

 


